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大淵：株式会社WACUL代表取締役社長の大淵でございます。それでは、ただいまより昨日開示
いたしました2024年2月期第1四半期の決算についてご説明いたします。

サマリー

大淵：まずは、決算のサマリーになります。

資料に記載ございます通り、第1四半期で売上高 4億2500万円、EBITDA 9600万円、また重要
KPIと位置付けている理論LTV 508.7万円で着地しております。

まず売上高に目を向けますと、前年同四半期比で売上成長率49.5%となり、順調に事業拡大が
できております。その中でもリカーリング売上高は成長率40.7%の2億4500万円となっており、四
半期単位で過去最高額を更新しております。

EBITDAに関しては、9600万円で着地し、前年同四半期比2倍以上の数字となっております。ま
た営業利益も6900万円と、すでに会社計画に対し36.2%と進捗しており、第2四半期以降の人件
費・採用費を中心とした投資を余裕をもってできる収益状況となっています。

また、重要KPIである理論LTVは約508万円と前年同月比でプラス34.6%の成長となっておりま
す。中堅以上の企業にフォーカスし、1社あたりの売上高をしっかりと伸ばすことができています。
一方で、クロスセル率は20.1%と前年同四半期比マイナス1.2ポイント、前四半期比マイナス6ポ
イントとなっております。まだクロスセルが進んでいない人材事業のお客様数の拡大と、広告事

業において一部少額で非効率なクライアントについてはクロスセルを行わない方針として受注制

限を推し進めたことによるものとなっています。



前期まで及び当期の売上高内訳

大淵：こちらは、四半期別で見たリカーリング売上・プロジェクト売上の実績比較です。

ご覧いただいている通り、過去2年と比較しても比較的順調なスタートが切れたものと考えており
ます。



大淵：4ページから15ページの会社概要等については割愛させていただき、このままKPIについ
てのご説明に移れればと存じます。

大淵：当社が開示している各種KPIは、それぞれご覧のような状況となっております。次ページ以
降、一つずつ詳細に解説させていただきます。

大淵：まずは四半期別の売上高の詳細です。

ご覧の通り、フリーランスマーケターを企業の課題とマッチングする人材事業が順調に立ち上

がってきているほか、プロダクト事業も成長を続け、全社・プロダクト売上高ともに4四半期連続で
過去最高の売上高となっております。前年同四半期比では49.5%と大きく成長できており、2024
年2月期は順調なスタートとなっています。



大淵：次に、売上総利益および売上総利益率の推移になります。

第1四半期の売上総利益は2億9100万円とこちらも過去最高値になり、成長トレンドが続いてお
ります。また、売上総利益率に関しては、全社では四半期ベースで68.4％となっており、引き続き
人材事業の成長に伴うプロダクトミックスの変化からくる影響は出ております。また人材事業を除

いた売上総利益率も、76.8％となり2期連続微減となっております。これは中堅企業以上にター
ゲットをシフトするなかで、カスタマーサクセスのリソース強化を行っていることが主な背景になり

ます。

大淵：続いてEBITDAおよび営業利益です。

繰り返しになりますがEBITDA・営業利益ともにすでに第1四半期で年度の会社計画利益の3割
以上を達成しており、第2四半期以降の投資に余裕のある収益となっています。第2四半期以降



に、行う計画の人材事業における広告宣伝費投下や、各事業の将来の成長に向けた採用に関

わる費用の支出があっても、期初会社計画を達成できる形を作れています。

大淵：続いてクロスセル率です。

2023年5月末時点でのクロスセル率は、20.1%となりました。
人材事業の成長に伴い、人材マッチングサービスを単体で導入いただいているお客様の数が

2023年2月期第3四半期と比較し増えたことからくるものが主要因となっています。今後こういっ
たお客様にプロダクト事業・インキュべーション事業のサービス導入を促していくことができると考

えています。

プロダクト事業の状況に目を向けると、広告事業において一部少額で非効率なクライアントの受

注制限をしたことで事業単体でもややクロスセル率は落としています。とはいえ、クロスセル率よ

りは最終結果としての1社あたり理論LTVを高めていくことを今後も優先していきたいと考えてい
ます。



大淵：続いて、理論LTVです。

こちらは、508.7万円と過去最高値を更新しております。中堅以上の顧客獲得とクロスセルを優
先する戦略に出ているため、クロスセル率が下がったとしても理論LTVを伸ばすことができていま
す。

ビジネスアクション

大淵：続いて、今期のビジネスアクションに関してお伝えいたします。

大淵：まずはビジネスアクションのサマリです。



プロダクト事業はGA4対応が一段落し、さらにChatGPT等も活用した内部システムの開発による
効率化を進めております。

人材事業・インキュベーション事業は引き続き事業拡大のための投資を継続しております。

ここからはその中でもいくつかのトピックを抜粋してお伝えいたします。

大淵：まずは、5月の株主総会で皆様にご承認いただき就任いたしました、新任取締役のご紹介
です。

WACUL入社前からデジタル分野のエキスパートとしてキャリアを歩んできた松尾は、WACUL入
社およそ5年で、ここまで自社のマーケティング・営業・ADをはじめとした新規事業の立ち上げ等
の責任者を歴任し、この度5月末にビジネスを管掌する取締役として就任いたしました。



大淵：また、AIアナリストAD事業がYahoo!マーケティングソリューションパートナープログラムに
おいてセールスパートナーの2つ星に認定されましたので合わせてご報告させていただきます。

大淵：続きまして、この第1四半期にはAIアナリストのGA4対応版のリリースをさせていただきまし
た。

Googleアナリティクスのバージョンアップデートへの対応は、当社の大きな課題のひとつでした
が、無事にGoogleアナリティクスのアップデート期日までに主要機能をGA4対応させることがで
きました。一方で、旧バージョンから新バージョンへはデータの引継ぎができないことから、旧

バージョンのデータの保存ニーズも高いのですが、そのデータ保存が可能なAIアナリストにはポ
ジティブとなっております。この状況を機会ととらえ、当社として積極的にこうした旧バージョンの

保存需要も、マーケティングに活用していきたいと考えています。



大淵：また、サイトのお問い合わせフォームを完全自動で診断するBtoBフォームAI診断機能や、
AIアナリストSEOでのChatGPTの活用など、最新の技術を用いた新規機能の開発にも積極的に
取り組んでいます。



財務ハイライト

大淵：29ページから32ページの財務ハイライトについてはここまでのご説明と重複する部分も多
く、割愛させていただきます。

今期の見通し

大淵：最後に、今期の業績見通しをご説明させていただきます。

大淵：今期の業績は、売上高17億7300百万円、営業利益1億9100万円を想定しており、4月に
発表させていただいてから変更はございません。

従来からお話させていただいている通り、基本原則は成長率と利益率を足し合わせた、いわゆる

40%ルールをバランスよく守っていきたい考えです。第1四半期は順調な滑り出しとなりました
が、今後の積極的な事業投資等も勘案し、期初の業績予測は維持とさせていただきます。



大淵：P35、36は業績予想を含め、経年の各種指標をグラフ化したものになりますので合わせて
ご覧いただけますと幸いでございます。

以上、長くなりましたが2024年2月期第1四半期の決算説明とさせていただきます。ご清聴誠にあ
りがとうございました。

（以上）
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